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母と子の育児支援ネットワークについて 

 

  
2004 年、日本ラクテーション・コンサルタント協会(JALC)（のち NPO 法人化）、ラ・レーチ
ェ・リーグ(LLL)日本（のち NPO 法人化）、母乳育児支援ネットワーク(BSN)の３団体が共同で
「災害時の母と子の育児支援 共同特別委員会」を設置しました。災害時に母乳育児が続けられ
る支援を提供してまいりました。  
  
その後、災害時の液体ミルクの適切な使用に向けた取り組みなどにも関わり、災害時だけではなく
平常時にも協力して母乳育児の支援と保護のために協力をすることを念頭に、2017 年に「母と子
の育児支援ネットワーク」を新たに構築いたしました。なお、「災害時の母と子の育児支援 共同
特別委員会」は、「母と子の育児支援ネットワーク」の一部門という位置づけに置かれ、今後も
災害時の情報提供や支援を中心に活動を継続いたします。  
  
「母と子の育児支援ネットワーク」は、災害時も平常時も含めた乳幼児期の栄養法(IYCF: 
Infant and Young Child Feeding)についての適切な情報が母親だけではなく社会にも広がるこ
とを目的としたネットワークです。  
  
母乳で育てたい女性が適切で十分な支援や保護が受けられる社会的環境を整えること。  
  
必要な場合には適切な情報に基づいて、母乳代用品（乳幼児用ミルク）を安全に用いることがで
きるような支援がおこなわれること。  
  
当事者である母親の声を大切にしながら、すべての乳幼児が安全で十分な栄養をとって健やか
に育つように、社会に向けて働きかけ、母と子のための支援のネットワークを広げていきたいと願
っています。  
  
ネットワーク団体  

  
NPO 法人ラ・レーチェ・リーグ日本  (LLL 日本) 1992 年創設  
がんばるママをひとりにしない    母親どうしのボランティア    https://llljapan.org/ 
 
NPO 法人日本ラクテーション・コンサルタント協会  (JALC)1999 年創設  
  乳児栄養支援の国際認定資格を持つ専門職    https://jalc-net.jp/ 
 
母乳育児支援ネットワーク（BSNJapan）  2000 年創設  
社会福祉やメディア社会学、法律の専門家などを含む多職種 https://bonyuikuji.net/ 

https://llljapan.org/
https://jalc-net.jp/
https://bonyuikuji.net/


はじめにこちらをお読みください     

 

女性の権利を守る 
私たちは、ふだんも災害時も、すべての女性が十分な情報と温かい支援を受ける権利があると考
え、すべての女性や子育てに関わる方、そして乳幼児を支援している団体です。母乳で育てたいと
思う女性への支援だけを目的としているわけではありません。  
  
女性たちが十分な情報を受け取ることができることで、自分と家族にふさわしい乳児栄養
を自ら選ぶことができます。その上で女性たちが自ら選んだ選択に寄り添う事が女性の権
利を守ることにつながると考えています。  
  
国際的なガイドライン 

私たちは、災害時の乳幼児の栄養支援については、国内の事情も加味しながら、国際的なガイ
ドラインに沿った情報提供をしています（※）。  
  
多くの災害時の支援の経験をもとに書かれた国際的なガイドラインは、女性たちへ伝えられ
るべき十分な情報の発信の留意点と、支援を受ける権利について詳細に記載されています。  
  
赤ちゃんは、母乳や乳児用ミルクがなければ生きていけないため、災害に弱い存在です。特
に、母乳を飲んでいない赤ちゃんは、物流が困難になり、医療が行き届かない災害時に最も支
援が必要となります。母乳を飲んでいる赤ちゃんと比べると感染症にかかりやすい事も心配さ
れています。  
  
限られた資源を必要なところへ 

乳児用ミルクが必要な赤ちゃんに継続的な支援がいきわたるためには、その赤ちゃんへの 
集中的な支援が重要なのはもちろんのこと、ふだんから母乳をあげているお母さんに対し、
災害時も母乳を安心して与え続けられる支援が同時にとても重要となります。  
  
母乳をあげるお母さんが増えれば、その分、乳児用ミルクが必要な赤ちゃんに乳児用ミルクや
水・燃料・容器などの物資を行き渡らせることができます。母乳で赤ちゃんの感染症の拡大を
防ぐことができれば、母乳を飲んでいない、乳児用ミルクで育っている赤ちゃんの健康リスク
も大きく減らすことができます。  
  
どんな人にも支援が必要 

とはいえ、災害が起こった時に、お母さんが自信をもって母乳をあげ続けられるかどうかは、周囲
からの情報や支援の有無によってかなり左右されます。  
  
また、乳児用ミルクを必要とする赤ちゃんの数と状況を把握し、衛生状態の悪い中で、安全に
乳児用ミルクを飲ませる方法を伝えることも非常に大切です。 
 
 
 



このような時、災害時の乳幼児の栄養支援についての国際ガイドラインは、過去に起こった災
害での事実をもとに、常に情報を更新しており、すべての親子を守るために有益な情報が書か
れていて参考になります。  
 
乳児栄養は権利の問題 

お母さんたちの声に寄り添って耳を傾けることが平時も災害時も重要です。できれば母乳
で育てたいと思っている一方で、母乳で育てたかったのにできなかったという声もありま
す。また、母乳を強制されて辛かったという声も多く聞かれます。支援の不足によると考えら
れるものも多くありますが、それにもかかわらず、わが子のために最善を尽くそうとしてきた母
親が自らを責めたり落ち込んだりする姿に胸を痛めます。どのような乳児栄養を選択するかは、
母親がそれによって責められたり追い詰められたりするような、母親に課される義務や道徳の問
題ではなく、権利の問題です。私たちは、母親とはこうあるべきという情報によって女性を苦し
めたり、母乳をあげている女性と乳児用ミルクをあげている女性を対立構造にしたりすること
は避けるべきだと考えています。  
  
すべての女性・子育てにかかわる方と乳幼児の、命・健康・権利が守られるために、この情報
が役立てば幸いです。  
  
※「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」（WHO）、「災害時における乳幼児の栄養
～災害救援スタッフと管理者のための活動の手引き」（UNICEF、WHO、UNHCR、WFP な
どの国連機関と緊急救援活動に取り組む NGO や専門家による国際連携で作成）のこと。 
詳しくは巻末を参照。  
 



主な活動・情報提供 
 

 
 
 
私たちの活動歴をより詳しく掲載しています。https://i-hahatoko.net/?page_id=9 
 
 

 
 

  
当会作成資料を掲載しています。 https://i-hahatoko.net/?page_id=57  
 

https://i-hahatoko.net/?page_id=9
https://i-hahatoko.net/?page_id=57


どうして、災害時に乳児栄養の支援が大切なの？  

 
乳児用ミルクが必要な赤ちゃんに継続的な支援がいきわたるためには、その赤ちゃんへの集
中的な支援が重要なのはもちろんのこと、ふだんから母乳をあげているお母さんに対し、災
害時も母乳を安心して与え続けられる支援が同時にとても重要となります。  
  
母乳をあげるお母さんが増えれば、その分、乳児用ミルクが必要な赤ちゃんに乳児用ミルク
や水・燃料・容器などの物資を行き渡らせることができます。 
 
 

災害時の乳幼児の栄養支援についての国際ガイドラインは、過去に起こった災害での事実をもと
に、常に情報を更新しており、すべての親子を守るために有益な情報が書かれています。 



母乳を作りだす仕組みや、安全な乳児用ミルクの与え方についてのマンガ 
「災害前の子育てを続けられるように」 
中国語（2種 简体字 ・ 繁體字）・英語・スペイン語・アラビア語・インドネシア語字幕版 
ダウンロード https://i-hahatoko.net/?page_id=1182 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

https://i-hahatoko.net/?page_id=1182


すべての赤ちゃんを社会が守る、国際的な約束 
～母乳代用品のマーケティングに関する国際規準（WHOコード）～ 

 
 作成：NPO法人ラ・レーチェ・リーグ日本  https://llljapan.org/whocode.html 
ダウンロードできます。モノクロ版も https://llljapan.org/pdf/whocodeLLLJ.pdf      

https://llljapan.org/whocode.html
https://llljapan.org/pdf/whocodeLLLJ.pdf


母乳代用品のマーケティングに関する国際規準とは？ 
 
https://bonyuikuji.net/?p=317 より  
 
 

母乳代用品のマーケティングに関する国際規準
International Code of Marketing of Breast-milk Substitutes  
＊「国際規準」のほか、一般的に「WHO コード」あるいは、「国際基準」とも呼ばれる
(1981．5．21   第 34 回世界保健総会にて採択)  
  
目的  
  
この「国際規準」の目的は、乳児に対する安全で十分な栄養の供給に寄与することであ  
る。そのために、母乳育児を保護・推進【注】し、「必要な場合には、適切な情報に基づ
き、公正妥当なマーケティングと支給を通じて母乳代用品が適切に用いられること」を保証
する。  
  

【注】現在の日本では母乳育児の利点の多くが子育て世代には広く知られており、9 割
以上の母親が母乳で育てたいと願っています。その願いをかなえるために環境を整える
努力をするのは母親ではなく、社会の役割です。「母乳育児の推進」というと、母親に
対して「母乳で育てるように推進」するかのように思われがちですが、母乳育児を推進
する対象は母親ではなく、むしろ母親を取り巻く社会にあるといえます。この国際規準
は国際的に通用するように作られており、企業、保健医療システム、および政府に適用
されます。  

  
この国際規準は、母乳で育つ赤ちゃんだけではなく、ミルクで育つ赤ちゃんも含めたすべ
ての赤ちゃんの健康を守るために、世界保健総会で採択されました。国際規準は、女性の
意志に反して母乳育児を強いることを目的にしていません。誰もが乳児の栄養法に関して
偏りがない正確な情報を得て、必要と見なされたときに、可能な限り安全に使用されるよ
う保証するためのものです。すべてのお母さんには、十分で偏りのない情報を得た上で自
分の家族にとって最適な栄養法を選択する権利があります。  
  
母乳には免疫成分があるなどの利点があることは知られていますが、心地よく母乳をあげ
るにはコツがあり、産科施設の方針やその後の支援によって母乳育児がうまくいくかどう
かの大半は左右されます。しっかり赤ちゃんに吸われたり、（それができない場合は）しぼ
って外に出したりすることが体へのサインとなり、母乳は作られます。何らかの理由で 

https://bonyuikuji.net/?p=317


赤ちゃんがしっかり吸えなかったり、授乳回数が減ったりすると作られる量が減っていき
ます。こうした母乳分泌のしくみやうまくいくためのコツについての十分な情報が与えら
れる前に、乳児用ミルクの宣伝メッセージを受け取り、医療機関・医療施設で試供品を渡
たされると、それをあげているうちに母乳が出なくなっていきます。そうなると、母乳で
育てたいと思ってもうまくいかないだけでなく、お母さんが自分の体への自信をなくして
しまうリスクがあります。  
  
また、商品を売るためのテレビ CM や雑誌の広告などの影響力も無視できません。そのよ
うな影響からできるかぎりお母さんと赤ちゃんを守ろうというのがこの国際規準の目的で
す。  
  
母乳代用品とは乳児用調整乳（乳児用ミルク）やフォローアップミルク、そのほかの母乳
にとって代わる乳児用食品のことです。また、それだけでなく、哺乳びんや人工乳首のマ
ーケティングも規制の対象としています。  
  
つまり、母乳を代用するどのような製品も「母乳代用品」であり、国際規準はどのような
代用品の広告もしてはいけないといっています。そして、十分で偏りのない情報提供を得
たうえで、乳児用ミルクや哺乳びんを使うと決めた場合は、安心して安全に使えるように
支援されることが大切です。  
  
この国際規準が生まれた背景には、乳児用ミルクを製造する多国籍企業が、自社製品の販路
拡大を求めて、発展途上国で、不適切な手段で粉ミルクを売り込んだという事実がありま
す。医療施設の中で白衣を着た「ミルクナース」（セールス員）が、粉ミルクを必需品であ
り、母乳よりも優れたものであるかのように宣伝し、医療施設の中で試供品を配布しまし
た。  
  
お母さんたちは、試供品のミルクをあげているうちに母乳が出なくなり、赤ちゃんにはミル
クが不可欠になってしまいました。しかし、十分な粉ミルクを買うお金がない家庭で  は、
薄めて飲ませることになりました。また、粉ミルクを作る水が汚染されているような状況で
も販売促進が行われました。そのため、多くの赤ちゃんが亡くなったり、病気になったりし
ました。  
こうした歴史的な悲劇からの教訓からこの国際規準は生まれました。  
  
1981 年の決議に反対したのはアメリカのみで日本を含む 3 国は棄権しましたが、1994 年
の世界保健総会ではアメリカ・日本も含む全会一致で採決しています。  
  



 
しかし、それ以降も規制されたはずの宣伝は続いています。1990 年代の実話を元にした映画
のサイトはこちら  http://www.bitters.co.jp/tanovic/milk.html  （「汚れたミルク：あるセー
ルスマンの告発」）  
  
時代の変遷に伴い、世界保健総会で内容の補強が行われており、その決議は「国際規準」
と同じ効力を持っています。例えば 2016 年の世界保健総会で合意された「乳幼児食品の不
適切な販売促進をやめる指針」は、政府のプログラム、NGO、企業による乳幼児食品 
（3 歳まで対象）の販売促進に対しても適用されます。この国際規準は WHO に加盟する世
界 194 か国中 136 か国が部分的あるいは完全に何らかの法律や条例として法制化されていま
す（2020年 WHO/ユニセフ報告書）。WHO とユニセフは、全加盟国に対し、国内法制を強
化し「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」とその後の世界保健総会の関連決議
を有効なものとするように勧告しています。  
また、国連の子どもの権利委員会からの日本の第 4 回・第 5  回統合定期報告書に関する総
括所見(2019年）でも、この「国際規準」を全面的に実施するように勧告されています。  
  
国際規準の主な内容（全文ではありません）  
  
1. 消費者一般に対して、母乳代用品の宣伝・広告をしてはいけない。  
2. 母親に試供品を渡してはならない。  
3. 保健施設や医療機関を通じて製品を売り込んではならない。これには人工乳の無料

提供、もしくは低価格での販売も含まれる。  
4. 企業はセールス員を通じて母親に直接売り込んではならない。  
5. 保健医療従事者に贈り物をしたり個人的に試供品を提供したりしてはならない。保健

医療従事者は、母親に試供品を手渡してはならない。  
6. 赤ちゃんの絵や写真を含めて、製品のラベル（表示）には人工栄養法を理想化するよ

うな言葉、あるいは絵や写真を使用してはならない。  
7. 保健医療従事者への情報は科学的で事実に基づいたものであるべきである。  
8. 人工栄養法に関する情報を提供するときは、必ず母乳育児の利点を説明し、人工栄養

法のコストや不適切な使用法によるリスクを説明しなければならない。  
9. 乳児用食品として不適切な製品、例えば加糖練乳を乳児用として販売促進してはなら

ない。  
10. 母乳代用品の製造業者や流通業者は、その国が「国際規準」の国内法制を整備してい

ないとしても、「国際規準」を遵守した行動をとるべきである。  
 

  

http://www.bitters.co.jp/tanovic/milk.html
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ワークショップ「災害時における授乳アセスメント(聞き取り)を体験しよう」  
  
■  出展内容：授乳中の母子が避難してきたらどうしますか?  
内閣府男女共同参画局「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防
災・復興ガイドライン～」に授乳に関し客観的に評価できる授乳アセスメントシートが載った。
避難所等で授乳中の母子に接する可能性のある人がこのシートを使うことで、母乳を飲ませてい
る女性が安心して継続でき乳児用ミルクが必要な場合は安全に使うための支援ができるように
なることを目指す。  
  
■  来場者・参加者に訴えたいメッセージ：  
母乳を飲ませている人が安心して継続できる支援、乳児用ミルクが必要な場合には十分説
明をした上で安全に使える支援が大切。内閣府男女共同参画局「災害対応力を強化する女性の
視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」(2020)の授乳アセスメントシ
ートを使い、一人ひとりに必要な支援をしましょう。  
  
 

プレゼンブース「災害時の乳児栄養・授乳支援」  
  
■ 出展内容：IFE コアグループ作成の国際ガイドラインや、内閣府「災害対応力を強化する
女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」で紹介されている配布
リーフレットがダウンロードできる。行政や救援団体に対し、ガイドラインの中の授乳アセス
メントシート、液体ミルクを安心して使うためのチェックリストやコップ授乳、WHO 
「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」遵守に関する情報も提供する。  
  
■  来場者・参加者に訴えたいメッセージ：  
災害時に母乳を飲ませ続けられる支援、ミルクが必要な時は安全に使える支援が必要。内閣府
男女共同参画局「男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン」を参考に、乳児用ミル
クの試供品配布など母乳代用品のプロモーションを規制している WHO の国際規準の意味を
理解し、一人ひとりに必要な支援をすることが大切です。  
    



授乳アセスメントシートの必要性と使い方 

 

６ 物質の備蓄・調達・配布   
（p.18より抜粋。便宜上箇条書きにしたもの） 

 
取組主体 ☑都道府県 ☑市町村  

☑男女共同参画センター 

 備蓄チェックシートを活用し…妊産婦・乳

幼児・子育て家庭等のニーズを十分に踏ま

えた品目を選定し、必要かつ十分な物質を

備蓄する。 

 関係団体や企業と必要な協定を締結する。 

 女性用品や乳幼児用品、衛生用品等につい

て、住民の備えを促す。 

• 授乳支援にあたっては、粉ミルク・液体ミ

ルク等の母乳代替食品の一律の配布を避け

る必要があり、個別の母子の授乳状況をア

セスメントした上での適切な配布が求められます。 

• 液体ミルクは母乳の代替品として販売されており、災害時にも有用とされています。賞味期

間の短さや価格から、常時備蓄ではなく、企業から必要な際に供給を受ける協定を締結する

ことも有用です。 

• 常時備蓄の場合には、期限の近づいた製品は、保育所の給食の食材や乳児院における活用、

防災訓練の炊き出し訓練における食材としての活用などが考えられます。 

• いずれの場合も、提供先における母乳育児の取組を阻害しないように考えることが重要です。                   

• 試飲や子育て家庭への配布はしないようにしてください。  

 

→第3部 備蓄チェックシート、授乳アセスメントシート 



備蓄チェックシート(p.56) 

 

妊産婦 

 妊産婦用下着 

 妊産婦用衣類 

 防犯ブザー/ホイッスル 

 母乳パッド 

 

乳幼児用品 

 粉ミルク（アレルギー用含む）又は液体ミルク 

 枕やクッション（授乳室ごとに数個）、授乳用

ケープ・バスタオル等（ストールでも可） 

 乳幼児用飲料水（軟水） 

 哺乳瓶・人工乳首（ニップル）・コップ（コッ

プ授乳用に使い捨て紙コップも可）・消毒剤・

洗剤・洗浄ブラシ等の器具、割りばし 

 湯沸し器具・煮炊き用なべ（食用と別にする） 

 離乳食（アレルギー対応食を含む） 

 皿・スプーン 

 乳幼児用紙おむつ（各種サイズ、女児用、男児用）、おむつ用ビニール袋 

 おしりふき 

 

共通 

 プライバシーが十分に保護される間仕切り・パーティション 

 

 



25 保健衛生・栄養管理 (p.42より抜粋。便宜上箇条書きにしたもの） 

 

取組主体 ☑都道府県 ☑市町村 ☑市民団体 

 妊産婦や乳幼児にとって衛生的な環境を確保

するための対策を行う 

 妊婦や母子専用の休養スペースを確保するな

ど、生活面の配慮を行う 

 妊産婦や母子への相談対応を行う。 

 女性相談員・保健師・助産師・管理栄養士・

子育て支援団体・母乳育児支援団体等と連携

する 

 

…ライフラインが遮断されることで、避難所にお

ける衛生状態が悪くなったり、感染症が流行する

ことがあります。衛生状態が悪くなると…産婦は

乳腺炎や膀胱炎、乳幼児は感染症にかかりやすく

なるなど、一般の人に比べて健康リスクが高くなるため、保健上の配慮が必要です。 

要配慮者は、早い段階で女性専用、家族専用、母子専用、介護・介助スペースへ移動させ

て、栄養の確保と健康維持のための配慮を行う必要があります。 

 

乳児に対しては 

• 母乳育児の場合、感染症のリスクを減らす観点から 

 母乳をあげている場合、それを継続するための支援が重要です。 

 授乳できる環境・必要な水分と食料・休憩を取るための支援が重要です。 

• 粉ミルクや液体ミルクを使用する際は 

 平常時の状況や本人の希望についての聞き取り（アセスメント）を行い 

 必要な乳児に衛生的な環境で提供できるよう、必要な機材と情報をセット

で提供する必要があります。 

 

→第３部 授乳アセスメントチェックシート 

母親の意思を尊重し、不安や悩みを吐き出しやすい環境を作っていくことで、母親の回復

につながり、最も脆弱である乳児の支援に繋げていくことが重要です。 

 

 

 

 

 



授乳アセスメントシート①（聞き取り票） 
  

＜避難状況＞ 

 この避難所に避難中  

 在宅避難（自宅・親戚宅・その他） 

 車中避難 

 その他（                  ） 

住所 連絡先 

お母さんの名前 

授乳中のお子さんの名前 

言語（視聴覚等障害・日本語の理解度） 

視聴覚等障害無・有：見る・聞く・話す・読む 

使用言語（ ）翻訳者有 翻訳アプリ 筆談 その他 

家族構成 夫（パートナー）、子ども 人、他 

 

 

 

 
 

 

 

  



授乳アセスメントシート②（フローチャート） 
 

 
 
アセスメントシート①で聞き取った情報 

健康状態 

現在の授乳法 

母乳分泌の不安の有無・尿回数 

母乳分泌を増やすこと・再開の希望の有無 

を基に、リソースにつなげる・必要な授乳用品と情報 
 
※母乳分泌に不安があるという場合、不安な気持ちに共感しながら、尿の回数などの情報をさ

らに収集し、支援やリソースにつなげることが大切です。 

 



授乳アセスメントシート③ （配布リーフレット） 

それぞれのニーズに応じて使い分けます。 

 

赤ちゃんをもっているすべてのお母さんには、 

両面リーフレット 

 

「どうする？災害時の赤ちゃんの栄養」 

マンガも全般的な説明に役立ちます。 

（内閣府のガイドラインでは、 

「お役立ち情報一覧」に掲載） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



乳児用液体ミルクを使う場合には、液体ミルクの注意点チェックリストと共に配布 

哺乳瓶の洗浄・消毒が困難な場合にはコップ授乳についての説明リーフレット 

 
 
オンライン相談のリーフレット 
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